
平成 20 年度第 1 回（4 月）理事会議事録

◇ 日 時：平成 20 年 4 月 10 日（木）午後 6 時 35 分～8 時 00 分

◇ 会 場：社団法人大阪府臨床検査技師会事務所

◇ 出席者：今井、運天、吉本、高田、大垣、清水、竹浦、荒木、田畑、井戸田

出野、山田、酒井、宮野、東野、栗本、山西、小宮山、事務（岩﨑）

◇ 欠席者：森嶋、高橋、北中、神農、村上

◇ 議 長：今井

【 討議内容 】

Ⅰ．行動報告（3 月分）

別紙参照

Ⅱ．経過報告

1．日臨技

第 2 回定期総会：3／29 平成 20 年度事業方針が承認された。

・ 特別公益事業の開催（生活習慣病予防、がん検診・エイズ啓発活動等）

・ 小崎繁昭氏を会長とする新執行部体制がスタートした。

・ 公益認定の取得申請の準備が本格化してきた。

２．近臨技 4 月 9 日

・ 会長会議があった。

新役員に 会長 瀬田氏（滋賀）、副会長 今井氏（大阪）、山本氏（奈良）、理事 村田氏

（和歌山）未定（福井）監事 今井氏（京都）、富永氏（兵庫）に決まる。

・ 今後のスケジュールを決めた。

３．事務局

〈総務部〉3 月 19 日に部会を開催

・ 4 月理事会開催準備を行った。

・ 平成 20 年度第 1 回定期総会の運営について検討した。

・ ｢年輪｣の作成について検討した。

・ 新規印刷会社について検討した。

・ 賛助会員への対応について検討した。

・ 公益社団法人化移行準備について検討した。

・ 平成 20 年度世話人について検討した。

〈会計〉

・ 2月度収支計算書を作成した。

〈広報〉

・ 大臨技ニュース 4 月号発行した。

・ 大臨技ホームページおよび近畿学会ホームページを更新した。

〈渉外部〉3 月 18 日に部会を開催

・ 平成 19 年度事業の問題点と反省を行った。

・ 平成 20 年度事業のあり方について話し合いを行った。

４．事業局



〈情報組織部〉3 月 21 日に部会を開催した。

・ 4／25 の職域部会についてディスカッションをした。

（参加申込は、15 日までとする）

平成 20 年度事業の行事担当者を決めた。

〈地区事業部〉3 月 6 日に部会を開催した。

・ 3／15（土）の施設連絡者会について話し合った。

・ 第 11 回大臨技フォーラムについて話し合った。

〈学術部〉部会開催なし

Ⅲ．平成 20・21 年度役員人事について

会長に今井氏、副会長に運天氏・竹浦氏、各理事の担当人事について報告があった。

Ⅳ．会計報告

各部決算について報告をした。

Ⅴ．データ標準化専門部会報告

4／2 大臨技データ標準化事業の会議を開催した。

推進委員会・推進委員会専門部会・推進委員会専門部会プロジェクトチームにより役

職、開催時期と役割を決定した。

再度、運用を見直し、引き続き事業を進めていく方針である。

Ⅵ．臨床検査教育懇談会報告

3／28 大臨技事務所にて、懇談会を開催した。

・ 次年度もニュース、技師会入会申込書を配布する。

・ 第 3 回大臨技教育セミナー 日時：平成 20 年 7 月 19 日

場所：関西医大滝井病院

・ 看護の日への参加要請

・ 教育施設から大臨技に教育施設へ表彰状発行の要請があった。

Ⅶ．第 4 回府民フォーラムについて

開催日：11 月 22 日（土）

会 場：大阪 YMCA 国際文化センター に決定した。

Ⅷ．その他

・ 第 11 回大臨技フォーラム 6 月 21 日の後援依頼について近臨技の承諾をえ得た。

・ 未病システム学会の後援名義使用承認願いについて再度、公文書を出してもらう。

・ 日臨技から平成 20 年度公益特別事業についての依頼が届いた。

Ⅲ．議題

Ⅰ. 総会について

平成 20 年度第 1 回定期総会

日時：平成 20 年 5 月 21 日（水） 19：00～20：30

会場：大阪産業創造館 6 階会議室

タイムスケジュールに沿って説明。

Ⅱ. 公益法人委員会と会計部創設について

・ 公益社団法人申請に向けて新たに会計部を創設し、独立させる。

・ 公益社団法人準備委員会を立ち上げる。



・

Ⅲ．その他

・ 平成 20 年度より理事の任期は 4/1 から 3/31 に変更する。

・ 定款の変更時には、役員任期を自 4/1 から至 3/31 と明文化する。

・ 大臨技ニュース 6 月号に新役員挨拶文を載せる。（300 字程度）

・ 事務所職員の定昇については承認された。


